
 

 

平成７年当時の第一海軍航空廠飛行機部第二工場 
戦後 50 年の風雪に耐えてきたが，取り壊し決定。私達は、昭和

19 年７月より昭和 20 年８月まで，この航空廠の中で主として零戦
の修理を行って来た。私達の青春はここを初舞台として開始された
と言っても過言ではない。（『戦いのなかの青春』より） 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

              

 

  

通
勤 

土
中
45
回
生
の
工
員
養
成
所
寮
で
の
生
活

は
、
父
兄
や
教
師
陣
の
骨
折
り
で
、
２
ヶ
月
ほ

ど
で
終
わ
り
、
通
勤
が
可
能
な
生
徒
は
、
自
宅

か
ら
一
空
廠
へ
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
【
土

中
生
は
９
月
18
日
(月)
か
ら
、
土
浦
高
女
生
は

10
月
１
日
(日)
か
ら
】。
近
隣
の
生
徒
は
、
徒
歩

や
自
転
車
で
通
勤
し
ま
し
た
。
中
に
は
、
藤
沢

村
【
現
土
浦
市
藤
沢
】
の
自
宅
か
ら
右
籾
の
一

空
廠
ま
で
、
往
復
30

km
余
の
道
程
【
み
ち
の
り

】

を
自
転
車
で
通
っ
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
朝
早

く
家
を
出
て
、
残
業
で
帰
り
は
遅
く
な
り
ま
し

た
が
、
灯
火
管
制
下
だ
っ
た
の
で
、
暗
闇
の
中

を
無
灯
火
で
走
っ
て
い
ま
し
た
。 

遠
方
の
者
は
、
筑
波
線
や
常
磐
線
を
利
用
し

ま
し
た
。
そ
の
頃
の
通
勤
に
つ
い
て
、
中
48

回
・
高
１
回
の
屋
口
正
一
は
、『
櫻
水
物
語 

戰

中
派
の
中
學
時
代
』
の
中
で
、｢

通
勤
列
車｣

と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

 ｢

こ
の
頃
の
客
車
は
ス
シ
詰
め
を
緩
和
す
る

為
三
人
掛
、
デ
ッ
キ
寄
り
の
椅
子
を
外
し
た
り

天
井
か
ら
つ
か
ま
り
棒
が
下
っ
た
だ
け
の
ロ

ン
グ
シ
ー
ト
車
な
ど
の
改
造
車
が
目
立
っ
て

来
た
。
黄
緑
色
の
シ
ー
ト
は
引
裂
か
れ
た
ま
ま

だ
っ
た
り
、
代
り
に
南
京
袋
が
被
さ
れ
た
り
で

荒
れ
て
い
っ
た
。
客
車
と
客
車
間
の
幌
は
破
れ

て
、
連
結
器
の
下
に
は
レ
ー
ル
が
走
っ
た
危
険

な
の
も
屡
々
【
る
る
・
し
ば
し
ば

】
あ
っ
た
。
乗
客

は
デ
ッ
キ
の
ス
テ
ッ
プ
に
迄
あ
ふ
れ
た
。 

荒
川
沖
駅
は
一
空
廠
朝
の
顔
の
一
つ
で
あ

る
。 通

勤
列
車
が
駅
に
さ
し
か
か
る
と
、
人
々
は

先
づ
ホ
ー
ム
側
の
車
窓
を
お
ろ
す
。
現
在
の
車

輌
は
総
べ
て
上
方
へ
持
ち
上
げ
て
開
け
る
が
、

当
時
は
車
体
外
板
と
内
張
と
の
間
へ
下
げ
降

ろ
す
方
式
だ
っ
た
。
網
棚
へ
両
手
を
掛
け
両
足

を
車
外
に
出
し
、
窓
枠
に
腰
掛
け
る
格
好
で
降

車
用
意
を
す
る
。
列
車
が
止
る
や
否
や
上
体
を

外
に
出
し
ホ
ー
ム
に
飛
下
り
る
。
デ
ッ
キ
か
ら

は
勿
論
窓
と
い
ふ
窓
か
ら
一
斉
に
出
た
人
々

は
、
一
ケ
所
の
跨
線
橋
め
が
け
て
馳
け
寄
る
。

昔
乍
ら
の
狭
い
橋
な
の
で
ホ
ー
ム
は
し
ば
し

人
の
群
で
埋
っ
た
。 

下
り
ホ
ー
ム
へ
渡
っ
て
駅
舎(

当
時
は
西
口

の
み)

を
出
た
人
の
流
れ
は
、
十
段
程
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
階
段
を
馳
け
降
り
、
岡
谷
館
【
合
資

会
社
岡
谷
館
製
糸
荒
川
沖
工
場
】
あ
と
の
倉
庫

の
横
を
通
っ
て
常
磐
線
踏
切
へ
と
急
い
だ
。
通

勤
列
車
か
ら
吐
き
出
さ
れ
た
人
の
波
は
、
早
春

の
朝
靄
の
中
帯
の
様
に
一
空
廠
ま
で
連
っ
た

の
で
あ
る
。｣

 

 1945
年
に
入
る
と
、
空
襲
が
激
化
し
、
艦
載
機

に
よ
る
銃
爆
撃
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
通

勤
も
命
が
け
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
当

時
の
状
況
を
土
浦
高
女
４
年
生
で
あ
っ
た
杉

本
光
以
【
兵
器
部
航
空
図
板
係
】
は
、『
戦
い

の
な
か
の
青
春
』
に｢

生
命｣

と
題
し
て
、
次
の

よ
う
に
綴
っ
て
い
ま
す
。 

 ｢

毎
朝
、
航
空
廠
へ
出
勤
す
る
前
に
は
、
母

や
妹
と
水
盃
【
み
ず
さ
か
ず
き

】
を
交
す
、『
た
だ

い
ま
か
え
り
ま
し
た
』
の
声
が
す
る
ま
で
家
族

の
心
配
は
、
私
の
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
っ

た
に
相
違
な
い
。 

 
 

(略) 

勤
務
日
は
、
土
曜
日
・
日
曜
日
の
カ
ッ
ト
さ

れ
た
戦
時
体
制
で
、
月
、
月
、
火
、
水
、
木
、

金
、
金
。
休
日
は
二
ヶ
月
に
た
っ
た
一
日
だ
け

で
し
た
。 

朝
六
時
半
、
自
転
車
に
乗
っ
て
山
ま
た
坂
を

幾
つ
も
越
え
て
、
七
時
や
っ
と
職
場
に
た
ど
り

着
く
。 

 

(略) 

帰
り
道
、
あ
っ
、
敵
の
艦
載
機
が
近
づ
い
た
。

自
転
車
を
放
り
出
し
て
、
道
端
の
林
の
中
に
夢

中
で
隠
れ
る
。
パ
チ
パ
チ
と
機
銃
掃
射
の
雨
、

死
ん
で
当
り
前
の
人
命
の
価
値
、
危
機
が
遠
の

い
た
頃
、
又
、
自
転
車
を
走
ら
せ
た
。 

途
中
に
食
用
配
給
券
無
し
で
、
ウ
ド
ン
を
食

べ
ら
れ
る
店
が
あ
る
と
い
う
の
で
立
寄
る
。
ウ

ド
ン
汁
は
塩
水
、
出
し
汁
と
具
は
鯨
の
皮
だ
け

で
、
ゴ
ム
靴
を
噛
ん
で
い
る
の
と
同
じ
。
歯
の

跡
も
つ
か
ず
、
何
の
味
も
臭
い
も
し
な
か
っ
た
。 

帰
宅
し
て
ホ
ッ
と
す
る
間
も
な
く
、
警
戒
警

報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
、
自
作
の
防
空
頭
巾

を
被
っ
て
、
家
族
で
作
っ
た
庭
先
の
防
空
壕
に

入
る
。
雨
が
降
る
と
、
水
が
ガ
バ
ガ
バ
と
溜
り

く
み
だ
し
て
も
直
ぐ
に
溜
っ
て
し
ま
う
。 

勉
強
な
ど
と
い
う
言
葉
は
何
処
か
へ
消
え

失
せ
、
生
命
の
有
無
の
線
上
を
さ
ま
よ
っ
た
。 

(略) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ｣ 

現
場
配
属 

1944
年
７
月
11
日
(火)
に
入
廠
し
た
土
浦
中
学

４
年
生(

中
45
回)

は
、
養
成
班
・
教
育
班
で

の
訓
練
・
実
習
が
終
わ
り
、
29
日
(土)
か
ら
現

場
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
職
場
で
の
勤
務

状
況
等
を
記
し
た
日
記
【
「
勤
労
動
員
学
徒
の

日
記
抄
」(

『
戦
い
の
な
か
の
青
春
』
所
収)

】

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 (1)
中
45
回 

風
間 

雍
【
飛
行
機
部
第
二

工
場
仕
上
班
】 

昭
和
一
九
年
八
月
二
一
日
(月)
晴
天 

本
日
か
ら
【
飛
行
機
部
第
】
二
工
場
に
配
属

さ
れ
た
。
自
分
は
六
人
組
ん
で
仕
上
の
渡
辺
組

に
な
っ
た
。
仕
事
は
降
着
装
置
関
係
の
も
の
、

早
速
少
し
組
立
を
す
る
。
定
時
終
了
帰
舎
後
二
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戦時下の土浦中学生１２  
～第一海軍航空廠・学徒たちの戦い２～ (霞ヶ浦その 24) 

土浦中学では、1944(昭和 19)年７月 11 日に第一海軍航空廠（一
空廠）に入廠した４年生(中 45 回)に続いて、翌年１月 30 日から
は３年生(中 46 回・47 回：昭和 17 年入学、昭和 21 年４年修了
で卒業が 46 回、昭和 22 年５年修了で卒業が 47 回)も入廠、３月
７日には２年生(中 48 回)も入廠しました。更にその年の６月 18
日には２年生(中 49 回)345 名も一空廠に入廠しました。今回から
学徒たちの各職場での戦いを描いていきます。 
文中の【 】内は筆者による注記です。 

 

月刊 

（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 



 

 

「
動
員
学
徒
の
集
い
で
、
神
風
鉢
巻
を
掲
げ
る
中
45

回
大
津
一
郎
」(

平
成
７
年
４
月
10
日
） 

私
達
が
「
神
風
」
の
鉢
巻
を
締
め･

･
･
･
･

と
、
50
年

前
の
汗
に
黄
ば
ん
だ
鉢
巻
を
掲
げ
絶
句
す
る
大
津
一

郎
。
参
加
者
の
す
す
り
泣
き
の
声
が
聞
こ
え
、
一
同
50

年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
感
無
量
。（
「
戦
い
の
な

か
の
青
春
」
よ
り
） 

 
 
 

階
の
者
は
部
屋
の
天
井
を
外
さ
せ
ら
れ
た
。
焼

夷
弾
が
天
井
に
止
ま
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
あ

っ
た
。 

八
月
二
二
日
(火)
晴
天 

零
式
艦
上
戦
闘
機
の
脚
基
部
取
付
け
、
初
め

て
で
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
。
本
日
よ
り
二
時

間
残
業
と
な
る
。
大
分
腹
が
へ
っ
た
。
薄
暗
く

な
り
帰
る
。
夕
食
時
リ
ン
ゴ
ジ
ャ
ム
を
二
人
に

一
瓶
ず
つ
配
給
あ
り
。
甘
か
っ
た
。
平
時
に
は

一
回
も
食
べ
た
こ
と
も
な
い
も
の
を
戦
時
に

食
べ
た
こ
と
は
笑
止
で
あ
る
。 

八
月
二
四
日
(木)
晴
れ
後
雨 

出
廠
、
作
業
完
成
の
域
に
達
せ
ず
、
定
時
終

了
。
帰
舎
後
洗
濯
。
岡
野
、
村
松
、
高
野
三
君

の
入
隊
に
よ
る
餞
別
一
円
五
〇
銭
。 

八
月
二
五
日
(金)
晴
天 

出
廠
、
夜
間
戦
闘
機｢

月
光｣

改
装
完
了
、
い

よ
い
よ
征
く
。 

八
月
二
七
日
(日)
晴
天 

日
曜
日
な
の
で
養
成
所
に
て
教
練
、
作
業
の

疲
れ
で
ハ
リ
キ
ッ
テ
で
き
な
い
。
飛
行
場
の
隅

に
行
き
対
空
射
撃
訓
練
、
麻
生
中
生
は
外
出
で

羨
ま
し
か
っ
た
。
午
後
は
講
堂
に
て
教
練
学
科
、

三
時
終
了
後
昼
寝
な
ど
し
て
休
養
。 

八
月
二
九
日
(火)
晴
天 

朝
の
作
業
前
に
部
長
訓
示
。
作
業
は
少
し
は

進
捗
せ
り
。
二
時
間
残
業
、
帰
舎
夕
食
後
直
ち

に
食
堂
に
て
中
学
生
徒
演
芸
会
を
催
し
た
。
皆

非
常
に
う
ま
く
愉
快
に
過
ご
す
。
中
隊
別
で
は

二
中
隊
が
一
等
で
あ
っ
た
。
一
一
時
終
了
、
直

ち
に
就
寝
。 

九
月
二
日
(土)
晴
天 

廠
内
に
大
分
赤
痢
が
流
行
の
様
子
、
十
分
注

意
が
必
要
。
二
時
退
廠
、
講
堂
に
て
七
月
分
の

報
酬
一
人
当
り
一
〇
円
支
給
、
そ
の
後
小
林
少

尉
か
ら
土
空
【
土
浦
海
軍
航
空
隊
】
適
性
部
の

話
あ
り
。
四
時
よ
り
外
泊
許
可
。
夕
食
を
せ
ず

に
直
ち
に
帰
宅
、
疲
れ
た
の
で
風
呂
に
入
っ
て

す
ぐ
寝
る
。 

九
月
三
日(

日)

晴
天 

六
時
三
〇
分
起
床
、
一
時
間
寝
坊
す
る
。
何

す
る
こ
と
も
な
く
一
日
中
休
養
、
食
事
は
色
々

御
馳
走
が
あ
っ
た
。
午
後
と
も
な
れ
ば
直
ぐ
帰

舎
の
用
意
だ
。
一
つ
も
落
ち
着
か
な
い
。
五
時

に
家
を
出
て
汽
車
に
て
無
事
帰
れ
り
。 

 
 

 

入
寮
後
１
ヶ
月
余
、
航
空
廠
や
寮
で
の
生
活

に
も
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
す
が
、
い
か
に
若
い

と
は
言
え
、
残
業
も
始
ま
り
、
休
日
も
な
い
生

活
に
疲
れ
も
溜
ま
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。 

 （２）
中
45
回 

来
栖
三
男
【
飛
行
機
部
第
二

工
場
板
金
班
】 

昭
和
二
〇
年
一
月
一
日(

月)

曇
り
の
ち
晴 

朝
方
、
警
戒
警
報
発
令
。
九
時
半
ま
で
に
登

校
、
新
年
の
拝
賀
式
。
工
場
動
員
で
学
校
を
で

た
の
が
七
月
だ
か
ら
、
約
半
年
た
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
佐
久
良
東
雄
先
生
の
歌
碑
が
玄
関
前
に

た
て
ら
れ
、
新
講
堂
の
骨
組
み
が
で
き
て
い
る
。

諸
先
生
の
顔
を
見
ら
れ
る
の
も
何
と
な
く
な

つ
か
し
い
。
工
場
で
の
生
活
か
ら
見
れ
ば
、
学

校
で
授
業
を
受
け
て
い
た
頃
が
思
い
だ
さ
れ
、

学
校
生
活
が
い
か
に
幸
福
だ
っ
た
か
と
考
え

さ
せ
ら
れ
る
。
式
後
、
海
軍
気
象
関
係
の
就
職

募
集
の
た
め
の
講
話
を
聞
い
た
。 

一
月
二
日
(火)
晴 

作
業
は
【
損
傷
し
た
零
式
戦
闘
機
】
一
九
七

号
の
フ
ラ
ッ
プ
の
鋲
の
打
ち
替
え
。
完
備
検
査

に
あ
っ
さ
り
通
る
よ
う
努
力
し
よ
う
。(

註
、

零
式
戦
闘
機
の
翼
関
係
の
修
復
が
私
の
主
作

業) 一
月
三
日
(水)
晴 

元
始
祭
。
一
〇
一
二
号
の
タ
ン
ク
と
三
八
六

号
の
翼
端
の
修
理
作
業
。
定
時
間
で
終
わ
る
。

パ
ン
と
菓
子
の
配
給
券
を
渡
さ
れ
る
。 

一
月
四
日
(木)
曇
り
の
ち
晴 

 

一
〇
一
二
号
修
理
。
友
人
が
昼
食
の
弁
当
を

蒸
気
で
暖
め
て
高
橋
少
尉
に
叱
ら
れ
る
。
り
ん

ご
の
配
給
券
を
渡
さ
れ
る
。
帰
宅
と
同
時
に
警

戒
警
報
発
令
。(

註
、
通
勤
は
自
転
車
利
用
、
土

浦
幼
稚
園
に
近
い
自
宅
を
午
前
六
時
二
〇
分
に

は
出
発
、
午
前
七
時
に
は
入
廠
し
た
。
早
朝
の

通
勤
と
冬
の
作
業
は
身
体
に
は
辛
か
っ
た)

 

一
月
五
日
(金)
晴 

寒
い
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
工
場
な
の
で
脚
が

冷
え
る
。
一
〇
一
二
号
の
翼
端
修
理
。
帰
り
に

は
西
風
が
強
く
て
、
耳
が
い
た
く
な
る
。 

一
月
六
日
(土)
晴 

一
〇
一
二
号
の
修
理
と
九
五
号
修
理
。
午
後

二
時
作
業
終
了
後
、
養
成
班
に
集
合
。
服
装
の

点
検
と
上
級
学
校
進
学
希
望
者
へ
の
諸
注
意
。 

一
月
七
日
(日)
晴(

し
ぐ
れ
あ
り) 

休
む
日
な
の
に
総
員
出
動
。 

              
 

 

一
月
八
日
(月)
晴 

大
詔
奉
戴
日
。
【
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
詔
勅

が
出
さ
れ
た
1941
年
12
月
８
日
を
特
別
に
記
念

す
る
日
。
42
年
１
月
２
日
の
閣
議
で
決
定
さ

れ
、
同
年
１
月
８
日
を
第
１
回
と
し
、
以
後
毎

月
８
日
を
大
詔
奉
戴
日
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

国
民
の
戦
意
高
揚
を
図
る
目
的
で
採
ら
れ
た

措
置
の
一
つ
。】  

朝
の
式
あ
り
、
部
長
訓
示
、
神
風
鉢
巻
伝
達

式
。
工
員
の
一
部
は｢

雷
電｣

や｢

紫
電｣

の
改
造

に
。
第
二
工
場
編
成
が
え
。 

一
月
九
日
(火)
晴 

空
襲
警
報
発
令
。 

工
場
の
な
か
は
神
風
鉢
巻
で
は
り
き
っ
て

い
る
よ
う
に
み
え
る
。 

七
九
二
号
の
主
脚
カ
バ
ー
完
成
。
班
長
が
直

接
わ
れ
わ
れ
を
受
け
持
っ
て
総
力
発
揮
の
作

業
。 一

月
一
〇
日
(水)
晴 

一
〇
一
二
号
の
主
脚
カ
バ
ー
修
理
中
。 

朝
礼
で
、
鉢
巻
を
な
ぜ
着
け
な
い
か
と
川
上
少

尉
に
注
意
を
受
け
る
。 

 

空
襲
が
日
増
し
に
激
し
く
な
り
、
学
徒
た
ち

の
戦
い
も
銃
後
の
戦
い
で
は
な
く
、
最
前
線
同

様
の
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 ※
参
考
文
献 

『戦
い
の
な
か
の
青
春
』 

(

戦
後
五
十
年 

卒
業
五
十
周
年 

第
一
海
軍

航
空
廠
動
員
学
徒
の
集
い
記
念
誌) 

『櫻
水
物
語 

戰
中
派
の
中
學
時
代
』 

(

中
48
回
・高
１
回 

屋
口
正
一) 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
(

高
21
回 

松
井
泰
寿) 

 ※ 

ア
カ
ン
サ
ス
は
、
進
修
同
窓
会
の
Ｈ
Ｐ
に
創
刊

号
か
ら
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ド
レ
ス
は
、

h
t
t
p
:
w
w
w
.
s
i
n
-
s
y
u
.
j
p
/
 

で
す
。 

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
希
望
の
方
は
、
進
修
記
念

館 
(

一
高
構
内) 

２
階
の
同
窓
会
室(

執
務
日
：
火

曜
日
９
：
30
～
15
：
30)

ま
で
お
越
し
下
さ
い
。  

 
  
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


